
日 時 ２月2５日 14：00－16：00
場 所 zoom上でのオンライン開催
定 員 １００名

受講料 無料 申込期限 2月23日
対象者
社会福祉士、社会福祉を学ぶ学生、福祉に関心のある方

お申し込み方法
神奈川県社会福祉士会ホームページよりお申し込みください。
QRコードより入力画面へ移動できます。
ご活用ください。
http://www.kacsw.or.jp/publics/index/718/

土

問い合わせ
公益社団法人 神奈川県社会福祉士会

横浜市神奈川区反町3丁目17番2
神奈川県社会福祉センター4階

TEL：045-317-2045

好評につき申込期間延長決定！！

http://www.kacsw.or.jp/publics/index/718/


2022年度 神奈川県社会福祉士会

実践発表大会 発表者一覧

横浜支部公式キャラクター「ハグミィ」を用いた活

動「ハグミィプロジェクト」を紹介し、活動が続い

てきたことの意味を考える。

発表者：横浜支部 中島 礼子

学齢期から成人に至るまでの過程で、障害者と健

常者、互いの関わりの記憶から、インクルーシブ

な社会に必要な事柄を明らかにする。

発表者：相模原支部 森下 美香

地域社会の分析、住民参加の動機付け、関係機関

との連携等をどうするか

発表者：川崎支部 木村 有孝

コロナ禍における社会福祉士後見人への成年後見活動

のヒアリングを通して、直接的に本人と会うことがで

きない中で、今までの関係性を途切れなく繋いでいく

ための身上保護のあり方について、具体的に何をする

ことなのかを考察した。

発表者：横須賀三浦支部 金井 直子

障害者の就労支援に携わる支援者同士の交流や

学習の機会の意義

発表者：横浜支部 江原 顕

大腿骨頸部骨折により入院となった透析患者のケー

スで、コロナ禍での自宅退院に向けた退院支援の取

り組みに関する実践報告

発表者：西湘支部 重本 晴賀

コロナ禍での当院における
退院支援の取り組みと課題
～血液透析患者の在宅療養支援に
関する実践発表～

ゆるキャラが紡ぐ「人」
「活動」「価値」
～ハグミィプロジェクト６年間の軌跡～

障害者と健常者の語りから
読み解く、インクルーシブ
な社会の為に必要なこと

～重度身体障害者及び、障害者と関わりの
ある健常者へのインタビューより～

川崎市高津区における地域
包括ケアシステムの実践
事例

～０～100歳の為の見守りネットワーク

を創る会の発足と活動紹介～

横浜市における障害者就労
支援者のネットワークの構築
～ハマジョブネットワーク５年の

あゆみ～

コロナ禍における成年後見
活動のあり方についての
考察

～身上保護の視点を通して～
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